
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏  名 主 な 担 当  氏  名 主 な 担 当 

校 長 

教 頭 

教 諭 

教 諭 

教 諭 

教 諭 

教 諭 

養護教諭 

菊池  多恵 

後藤  敏夫 

井村  光希 

大谷  美保 

大野  純子 

井上  正章 

尾上佐衣子 

攝津ちなみ 

総括 

ＰＴＡ 防災担当 

１年担任 学校図書 

２年担任 人権・同和教育 

１くみ担任 研修 特別支援 

３・４年担任 教務 

５・６年担任 生徒指導 特別活動 

養護 学校保健 学校給食 

非常勤講師 

非常勤講師 

スクール・サポート・

スタッフ 

学校用務員 

学校生活支援員 

学校生活支援員 

矢野  俊治 

紙田  容子

福岡ゆかり 

 

井関利恵子 

山本  恵美 

浜中  健志 

５・６年理科 

３・４年、５・６年音楽 

学習支援等 

 

用務一般 

児童支援 

児童支援 

【
【双岩小ホームページ URL】 

https://futaiwa-e.esnet.ed.jp 

令和７年始業号

６月号 

恩を送る 

                                                                   校長 菊池 多恵 

  小さいころ「鶴の恩返し」という本を読み、「恩返し」とはどういうことなのかを知りました。ちなみに、この話の恩返しは鶴

の命にかかわるほどの内容（受けた恩も返した方法も）で、「厳しいなぁ」と感じています。 

10年ほど前に、「恩送り」という言葉を知りました。小説家・劇作家・脚本家であった「井上ひさし」さんが書かれた「井

上ひさしと 141人の仲間たちの作文教室」で読んだのです。自分が十代の頃に受けた恩を直接その人に返せなかった

井上さんは、大人になってから、その地域の方に恩を返そうと「作文教室」を開きました。（もともとは「恩送り」も「恩返し」

も同じ意味で使われていたようで、時代によってどちらかが主流になっていたそうです。） 

双岩で過ごしていると、「恩送り」という言葉がぴったりの出来事によく出合います。地域全体で子どもを育てようとされ

ているからです。自分が育ててもらった恩を、次代を育てることで返されているのだなと感じます。その姿に接していると、私

たちもまた「恩を送らなければ」と思います。これまで支えてくださった多くの方への恩を、教職員として、今いる場所で精

一杯働かせてもらうことで送る、第二次世界大戦後、苦労して平和な社会を創ってもらった恩を、戦争を起こさないように

考え行動することで送るなど、考えれば数えきれないほどの恩を受けています。 

今年度は双岩小学校最後の年です。151年間、地域の子どもたちを育ててくれた双岩小学校への恩返し・恩送りをし

たいと思います。これから「閉校準備委員会」を組織していきます。その中で、閉校記念誌も作成予定です。双岩小学校に

かかわるエピソードなどを募集しますので、その際は、是非お寄せください。 

１年間、よろしくお願いします。 

【 職 員 構 成 紹 介 】 

＜ 令和７年度 入学式 ＞  
 

転入職員の紹介 

喜須来小学校から転任してまいりました。双岩小学校での勤務は初

めてになります。着任の日、桜と菜の花を見て美しい双岩の春を感じな

がら、新たな気持ちでいっぱいになりました。閉校となる１年、子どもた

ちと何事にも力いっぱい取り組み、忘れられない思い出をたくさん作り

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

ようこそ双岩小学校へ。今年度は、４人の１年生が入学しました。最初は、少し緊張した様子でしたが、徐々に会場の雰

囲気にも慣れ、にっこり笑顔で頑張りました。いよいよ小学校生活のスタートです！！ 

（教諭）大谷 美保 

 

今年度、スクール・サ

ポート・スタッフとして、 

「福岡ゆかり」先生

が引き続き勤務されま

す！  


